
 

 

 

令和６年辰年の幕開け 

校長 下村 尚 

 

 令和６年，干支でいう「辰年」がスタートしました。十二支に龍が含まれる理由には諸

説あるようですが，中国古代の文化と神話に根ざしているといわれています。中国の伝統

的な文化では，龍は強力な象徴であり，古代の神話や伝説において重要な役割を果たして

きました。また，力や威厳，繁栄を象徴するともいわれ，古代帝王の権力や威光を表すシ

ンボルとしても用いられました。 

また，龍は自然界の様々な要素や現象と結び付けられており， 

雨をもたらす存在として農業に依存する古代中国にとってとて 

も重要で，実在する他の動物と並んで重要な位置を占めるよう 

になったからといえるのではないでしょうか。龍は天に勢いよく 

昇る様子から「動」や「飛翔」，「向上」を表し，辰年は激動の年といわれ，大きな変化が

起きる年ともいわれます。 

宝島は地震の時にはほとんど揺れたことがなかったのに，地鳴りのような感じの地震が

続いた年末。そしてフェリーとしま２の事故。年が明けて石川能登半島の地震，日航機と

海上保安庁の飛行機事故。何とも言えないニュースが続いた年末年始でした。現在，フェ

リーという唯一の定期的な交通手段が絶たれ，大変不自由を感じている日々ですが，逆に

当たり前の有り難さを痛感する日々です。 

過去の辰年の出来事を調べてみると，その時代の始まりや終わりを予感させるような大

きな出来事が多く起こっています。これは「辰年」の「動」からくる「変化」という傾向

がもたらしているのかもしれません。 

来年度からは，宝島小中学校も義務教育学校へと「変化」の年となります。新型コロナ

ウイルス感染症の拡大が落ち着き，通常通りの生活に戻れることに期待と感謝をしつつ，

更なる「飛躍」と「向上」する年になってほしいものです。 

本年も，宝島小・中学校への御理解と御協力をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

席書会で一年のスタート 
 １３日(土)は席書会を開催しました。宝島にしては寒い中，体育館で全員がそろって心

を込めて，手本に習って書きました。みんな集中して，真剣に取り組むことができ，納得

のいく作品を書き上げました。 
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宝島小学校にも 

 ニュースでも話題になった，ロサンゼルス・ドジャースの大

谷選手から全国の小学校に贈られたグローブが宝島にも届き

ました。12 月 26 日着のフェリーで届き，港でさっそく着けて

みました。始業式で校長先生から紹介があった後，10 日の朝に

はさっそく小学生の体力タイムで大谷選手から贈られたグロ

ーブを使ってキャッチボールをしてみました。なかなかキャッ

チボールなど野球に触れる機会が少ない児童も，ボールを投げ

たりキャッチしたりする活動を楽しんでいました。その日の昼

休みにも借りに来て楽しそうに使っていました。大谷選手から

のメッセージ「野球しようぜ！」が子供たちにも届いたようで

す。現在，学校校長室前にも展示してあります。是非，ご覧く

ださい。宝島にも野球ブームが来るかも。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の主な行事予定 

○ ７日（水）教育相談  

○ ８日（木）中学校入学説明会 ※年度当初の計画と変更になっております。 

○１０日（土）トカラ集会  ○１１日（日）建国記念の日・１２日は振替休日   

○１３日（火）～１５日（木）中学校 学年末テスト  

○１９日（月）児童生徒総会    ○２２日（木）学年末授業参観・ＰＴＡ    

○２３日（金）天皇誕生日  ○２７日（火）山海留学育成会 学校評議員会 

学校関係工事情報 

 フェリーの運航が滞っている中ですが，学校関係の工事関係の方々が来島され，作業を行ってく

ださっています。４月から開寮予定の宝島寮は外周りの最終整備。学校も体育館の屋根や渡り廊下

の修繕が終わっています。残すは体育館の外壁と照明の交換です。3 学期中の完成に向けて最終段

階です。 

 

スクールカウンセラー面談(1/16・17) 

船の都合により，来校いただくこと

が出来なかったため，スクールカウン

セラー原先生にＴＶ会議システムを利

用して，リモートでの面談をしていた

だきました。 

17 日には，社会教育学級の 1 時間と

して，「子どもの自己肯定感を高めるに

は」と題して講演をしていただきまし

た。頑張ったことを 

ほめることが大事と 

改めて感じた学習に 

なりました。 

 

一番乗りで触ってみた 

キャッチボールが第一歩 

としまＤＸ講座の開講 

誰もが，いつでも，どこでも，デジタル化の恩恵を受け

られるように，村民がデジタル技術の必要性を理解し，デ

ジタルサービスの利活用に必要な基礎知識や技術につい

ての講座を実施し，その活用により生活の利便性を向上

させていくという趣旨で，「としまＤＸ講座」がスタート

しました。1 回目は 1 月 13 日学校教育がテーマでした

が，全 4 回が計画されております。Zoom を利用しての

参加もできます。コミセンや学校からの案内もいたしま

す。興味があられる講座に是非御参加下さい。 

第 2 回 2 月 16 日(金) デジタルで生活が変わる 

第 3 回 2 月 19 日(月) 情報モラルやネット詐欺 

第 4 回 2 月 22 日(木) LINE グループの利用 

 


